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正常対照群として精神運動発達に異常を認めず，心，肺，血管系などにも問題のない 2 歳から 4 歳
の 21例， 5 歳から 6 歳の 14例の計35例(男17例，女18例)を選び測定をおこなった。また心身障害児
群として，脳性麻庫79例(男48例，女31例) ，精神発達遅滞19例(男10例，女 9 例) ，重度心身障害
8 例(男 4 例，女 4 例)の合計 106 例について測定をおこなった。心身障害児群の年齢範囲は 2 歳か










UD-2) のトランスデューサーをセットして 5 MHz の連続波を入射し，測定を台こなった。得られ
た検出音はテープレコーダーに記録し サウンドスペクトログラフ(リオン SG-07) で分析し，平
均最高流速 (A/L) ，心拡張末期流速( d) をもとめた。
3 )結果
2~4 歳の正常対照児では院願動脈の平均A/L， d はそれぞれ40.3 士 5.13 mm, b 23.7:1 4.01 mm, 
また 5~6 歳の正常対照児の平均A/L， d はそれぞれ39.0 士 4.16 mm. 24.2 士 4 .43 mmであった。
一方，心身障害児群では，脳性麻庫の痘直性両麻庫の平均A/L， d はそれぞれ33.3 ::1: 3.99 mm ,19.9 
:1 3.28 mm，痘直性片麻庫の平均A/L， d はそれぞれ32.2:1 9.04 mm, 20 .4土 5.72 mm，痘直性四肢
麻庫の平均A/L， d はそれぞれ31. 8 ::1: 6.46 mm , 19.0:1 5.16 mmで，アテトーゼ，失調型においても低
い値を示した。また 各病型を運動障害の重症度別にわけで比較すると，いずれも重度のものに低い
値を示す傾向がみられた。精神発達遅滞群の平均 A/L， d はそれぞれ36.5 土 5.51 mm , 22.8 土 3.99
mm と明らかな低下を認めなかったが精神発達指数25以下の群には低下がみられた。重度心身障害で
は平均 A/L， d はそれぞれ23.9 士 5.08 mm, 14.1 士 4 .4 1 mm と高度の低下がみられた。
正常対照児の値は 9 歳以後加齢にともない， しだいに低下することが知られている。 9 歳以上の年
齢の対象児11例についても年齢別に既に報告されている正常値と比較したが同じ傾向がみられた。
〔総括〕
1 .脳性麻庫群では各病型ともに血流速の低下がみられ この低下は重度の運動障害をもっ症例で顕
著であった。
2. 精神発達遅滞群では精神発達指数25以下の症例で低下がみられた。
3. 重度心身障害群では全例に高度の低下がみられた。
4. 以上の結果から脳障害を持つ小児では脳血流が低下しており，この低下の脳障害の程度が強いほ
ど高度であることがしめされた。
論文の審査結果の要旨
上記題名の二木康之君の論文は脳障害を持つ小児における脳血流を評価した結果をまとめたもので
あるが，これらの小児では脳血流が低下していることを精神発達および運動障害との関係で明らかに
した。脳障害の重篤度の評価に新しい知見を加えたものであり 本論文は医学博士の学位論文として
価f直あるものと認、める。
A生ハU
